
　写真の撮り方や記事を書くときの
コツを教えてもらいました。普段何気
なくカメラを使っていたけど、仕事に
なるとちゃんと顔が見えるように、そ
して何をしているかわかるようになど、
細かい部分まで気を配ることが大切
だとわかりました（大野翠）。

　広報やホームページをつくるのはと
ても大変だと感じました。取材すると、

「楽しかった」「うれしかった」「大変
だった」という言葉を聞きますが、「ど
う楽しかったのか、うれしかったのか、
大変だったのか」まで詳しく聞くこと
が大切だとわかりました（阿部竜大）。

■今年生徒の受け入れにご協力い
ただいた事業所です（写真紹介以
外）。ありがとうございました。

㈲山形朝日オーストリッチ産業セン
ター朝日町健康工房「ロイフェン」、
㈱朝日自然観、㈱朝日相扶製作所、
㈱ジェイエイライフ（大谷給油所）、
㈱ヒグチ、グループホームあさひ、
日東ベスト㈱大谷工場、㈲朝日町
ワイン、宮宿小学校、大谷小学校、
カフェ蔵、セブン - イレブン宮宿店

（敬称略、順不同）

１  （株）ニクニアサヒ　２  あさひ保育園　３  （株）ジェイエイライフ朝日給油所　４  （株）ＪＡさがえ西村山朝日
営農生活センターアグリ朝日店 　５  特別養護老人ホームふれあい荘　６  西五百川小学校　７（有）近江屋

朝日中２年生職場体験学習
「キャリア・スタート・ウィーク」大野　翠

みどり
 さん（小原）

阿部竜
たつひろ

大 くん（松程）

広報の仕事を体験

　７月２日から４日にかけて、朝日中２年生による職場体験学習「キャリア・スタート・ウィーク」が実
施されました。
　今年は 54 人が町内 19 の事業所で活動し、それぞれの仕事を通して職業観や働くことの意義、社
会生活のルールやマナーなどを学習。そのほか、日ごろ接することの少ない異世代との交流などを通
じて、社会人としての第一歩を踏み出しました。
　町政策推進課（広報）にも大野 翠

みどり
さん（小原）、阿部竜

たつひろ
大くん（松程）の２人が訪れ、同級生の働

く様子などを取材。重い一眼レフカメラや文章作成に戸惑いながらも、最終日には取材内容を町ホー
ムページに公開し、３日間の成果としました。
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　6 月1日、寒河江高校グラウンドを会場に
行われた「第 19 回西村山地区陸上競技選手
権大会」の４×100m リレーで、宮宿小女
子チーム（宮小パンプキン）が優勝、男子チー
ム（飛翔宮小）が準優勝し、ともに今月行わ
れる県大会に進出しました。
　女子チームでアンカーを務めた澤田美咲
さん（大町）は「バトンリレーがうまくでき
ました。練習の成果が出て、とてもうれしかっ
たです。県大会では 3 位入賞を目標にがん
ばります」と抱負を話してくれました。

記録…【女子】優勝…61秒１（清野恵理奈、長岡
桜子、安達千尋、澤田美咲）、【男子】準優勝…59
秒１（柴田涼、鈴木澪弥、伊藤駿平、深澤大樹）

６
１

女子優勝、男子準優勝、ともに県へ

西村山地区陸上で宮宿小リレーチームが活躍

　大沼愛宕山神社（最上俊一郎別当＝左）
に安置されている神像 3 体のうち 2 体（写
真左と右）がこのほど修復され、6 月15 日
に初めて一般公開されました。
　２体はいずれも約 300 年前のものと推定
され、身丈は 115 センチほど。寄せ木造り
となっています（いずれも作者は不明で、史
料はなし）。修復を行うのは初めてで、手掛
けたのは数年前地区に転入した仏師の阿

あ く
久

原
はら

柳
りゅういち

一さん。欠損していた腕や脚などは当
初の姿を想像しながら付け足し、表面を塗装
しました。
　一般公開には、町内外から約 100 人が来
訪。最上さんは「阿久原さんをはじめ、地区
の皆さんの協力に感謝しています。今後は神
社から集落を見渡せるよう周辺の雑木を切り
拓くとともに、桜を植え、地域の皆さんに親
しまれる場所にしたいと思います」と話して
いました。

６
15

大沼愛宕山神社の神像を初公開

地元仏師による修復が終了

　３体の神像はいずれも江戸
時代に京都から北前船で運ば
れてきたと伝えられています。
酒田から最上川舟運で米沢へ
向かう途中、町内舟渡付近で、

「慈恩寺か大沼へ行きたい」と

神像が話したといい、大沼地
区住民が迎えに行きました。
　大沼地区に運ばれてきた神
像はその後、地区を見渡せる
場所を希望。現在の愛宕山に
安置されました。

京都から運ばれてきた神像
～地区に残る言い伝え～

大沼愛宕山神社（浮島駐車場から徒歩１分）

　宮城県石巻市の仮設住宅で暮らす同県女
川町蟹田・内田両地区の住民約 30 人が６月
23 日、朝日中を訪問しました。
　朝日中では昨年 7 月、「中学生にもできる
被災者支援」として両地区の人々と文通を
始め、震災で傷ついた人々の心を元気づけ
てきました。11月には生徒 18 人と先生が現
地を訪問。文通相手から津波の体験談を聞
いたほか、「復興」「女川」といったメッセー
ジ入りのりんごを直接手渡し、交流を重ねて
います。
　今回の訪問は仮設住宅の自治会が提案し
実現したもので、中学校にはお土産として
600 本のサンマが贈られました。生徒たち
は歓迎セレモニーで「ふるさと」「虹をかけ
よう」などの合唱を披露したほか、昼食会で
は代表約 30 人が住民と懇談。タケノコやワ
ラビ、笹巻きといった旬の郷土料理を一緒に
味わいながら朝日町を紹介し、互いの絆を深
め合いました。

６
23

女川町の被災者が朝日中を訪問

文通で築いた絆を深め合う

　「百聞は一見にし
かず…」。実際に来

ていただくことで、朝日町を深く知っ
てもらうことができたと思います。私
も去年石巻市を訪問したときに感じま
した。今日の一日を通じて、絆をさら
に深めることができたと思います。
　石巻市だけでなく、今後は女川町
にも行ってみたいです。

　「緑に囲まれた
風景がこんなに
もすばらしいものか…」。中学校を拝
見し、うらやましく思いました。女川
町や石巻市はがれきの山ですから…。
　いろいろな人たちの支えがあり、私
たちもようやく心が落ち着いてきまし
た。今後女川町を見てみたい人はぜ
ひおいでください。ご案内します。

歓迎のあいさつ
を述べた

小野 昴 くん

石巻蟹田地区
自治会

遠藤 康男 会長

交流会に参加して…

来訪者にエールを送る朝日中の生徒たち 昼食会での交流 来訪者に振舞われた郷土料理
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平成 25 年度
町小学生水泳記録会

■平成 25 年度西村山中学校総合体育大会（６月15日～16 日）…★印は県大会出場
【団体戦】１位…剣道男子★、剣道女子★　２位…卓球女子　３位…野球、ソフトボール、卓球男子　
【個人戦】１位…柔道女子 40kg 級　佐藤綾子★、柔道女子 52kg 級　朽木海晴★、剣道男子　今井祐太★、
剣道女子　岩澤芽衣★　２位…柔道男子 50kg 級　佐竹優真、柔道女子 44kg 級 鈴木新菜、剣道男子　鈴
木貴大★、剣道女子　佐藤亜美★　３位…柔道男子 50kg 級　朽木大輔、剣道男子 冨樫春優★、剣道女子 
川村優貴乃★、剣道女子  遠藤みのり★、県大会出場…卓球男子　阿部　篤★、剣道女子　菅井茉衣★

■平成 25 年度西村山地区中学校陸上競技大会（６月26 日）…★印は県大会出場
【男子の部】５位…１年１５００ｍ 千葉隆一朗、６位…３年１００ｍ 安達翔太、４００ｍ 阿部竜大、走高跳 柴田滉介、
走幅跳 安達翔太、四種競技 柴田滉介【女子の部】１位…砲丸挙げ 茨木奈央★、四種競技 柴田美咲★
２位…走幅跳 若月麻未★　３位…１年１５００ｍ 佐竹結衣、女子１１０ｍＨ 五十嵐美輝、４００ｍリレー（菅井早
姫・五十嵐美輝・茨木奈央・柴田美咲）４位…２年１００ｍ  大竹紀香、８００ｍ  菅井志保、走高跳　柴田美咲
６位…１年１００ｍ  布施瑛梨、２００ｍ  大竹紀香、１年１５００ｍ  川村優貴乃、２・３年１５００ｍ  佐竹彩果

５年男子 １位 記録 ２位 ３位
50 ｍ自由形 鈴木智也 ( 西 ) 42 秒 9 長岡　駿 ( 宮 ) 若月琢馬 ( 西 )
50 ｍ平泳ぎ 海野　翼 ( 西 ) 59 秒 0 長岡諒虎 ( 大 ) 本間秀真 ( 大 )
50 ｍバタフライ 菊地翔悟 ( 西 ) 54 秒 0 堀　如水 ( 大 ) ー
50 ｍ背泳ぎ 松尾尚記 ( 宮 ) 59 秒 4 佐藤瑛吾 ( 西 ) 松田周平 ( 大 )

５年女子 １位 記録 ２位 ３位
50 ｍ自由形 鈴木七海 ( 大 ) 42 秒 6 志藤百音 ( 大 ) 佐藤祐里 ( 宮 )
50 ｍ平泳ぎ 白田怜蘭 ( 大 ) 55 秒８ 志藤七那子 ( 大 ) 安藤幸菜 ( 宮 )
50 ｍバタフライ 渡辺りりか ( 宮 ) 49 秒 5 遠藤美翔 ( 大 ) 鈴木満衣 ( 西 )
50 ｍ背泳ぎ 長岡結衣 ( 大 ) 53 秒 8 川村さつき ( 大 ) 長岡香恋 ( 大 )

200ｍメドレーリレー １位 記録 ２位 ３位
男子 西五百川 A ３分 22 秒 4 宮宿 A 宮宿 B

（西五百川 A の選手 ･･･ 長岡真生、阿部将史、菊地翔悟、鈴木智也）
女子 大谷 A ３分 14 秒 8 宮宿 A 大谷 B

（大谷 A の選手 ･･･ 長岡結衣、志藤百音、長岡理々子、松田ちほみ）

200ｍリレー １位 記録 ２位 ３位
男子 西五百川 A 2 分 53 秒 5 宮宿 A 大谷 A

（西五百川 A の選手 ･･･ 鈴木智也、梅津航樹、菊地翔悟、長岡真生）
女子 宮宿 A ２分 46 秒 8 西五百川 A 大谷 A

（宮宿 A の選手 ･･･ 阿部　桜、近藤千愛里、渡辺りりか、長岡桜子）

６年男子 １位 記録 ２位 ３位
50 ｍ自由形 村山悦史 ( 西 ) 41秒 5 金田一希 ( 大 ) 會田　翼 ( 宮 )
50 ｍ平泳ぎ 伊藤駿平 ( 宮 ) 55 秒 9 濱田匠十 ( 大 ) 阿部元気 ( 西 )
50 ｍバタフライ 深澤大樹 ( 宮 ) 49 秒 9 柴田　涼 ( 宮 ) 鈴木澪弥 ( 宮 )
50 ｍ背泳ぎ 相座一生 ( 西 ) 59 秒 3 菅井颯人 ( 宮 ) 野村柊哉 ( 宮 )
100 ｍ自由形 東海林裕二 ( 大 ) 1 分 46 秒 1 白田一暉 ( 大 ) 長岡季希 ( 宮 )
100 ｍ平泳ぎ 阿部将史 ( 西 ) 2 分 00 秒 3 長岡恵大 ( 宮 ) 遠藤　航 ( 大 )
100 ｍバタフライ 梅津航樹 ( 西 ) 3 分 06 秒 2 ー ー
100 ｍ背泳ぎ 長岡恵汰 ( 大 ) 2 分 10 秒 9 阿部崇人 ( 西 ) ー
200 ｍ個人メドレー 長岡真生 ( 西 ) 4 分 07 秒 8 ー ー

６年女子 １位 記録 ２位 ３位
50 ｍ自由形 海藤理子 ( 西 ) 37 秒 4 佐藤桃乃 ( 宮 ) 近藤千愛里 ( 宮 )
50 ｍ平泳ぎ 峯田真奈 ( 宮 ) 52 秒０ 長岡桜子 ( 宮 ) 志藤ほのか ( 大 )
50 ｍバタフライ 田中都恵 ( 宮 ) 55 秒 9 ー ー
50 ｍ背泳ぎ 澤田美咲 ( 宮 ) 54 秒０ 峯田芽衣 ( 宮 ) 清野恵理奈 ( 宮 )
100 ｍ自由形 長岡理々子 ( 大 ) 1 分 43 秒０ 長岡沙紀 ( 西 ) ー
100 ｍ平泳ぎ 松田ちほみ ( 大 ) 1 分 52 秒 3 安孫子遥 ( 宮 ) 朽木　叶 ( 宮 )
100 ｍバタフライ 鈴木なつみ ( 大 ) 2 分 26 秒 7 ー ー
100 ｍ背泳ぎ 阿部梨里香 ( 西 ) 2 分 00 秒 8 遠藤　朋 ( 大 ) ー

町内３小学校の５・６年生 113
人が出場。それぞれが得意の 1
種目にエントリーし ( リレーを除
く )、自己ベストに挑みました。

各種大会の成績

６
16 朝日連峰夏山開き

棚田学会の山形現地見学会

登山シーズン到来

節目の日に旧校歌も披露

今年もお目見え

椹平、上郷花畑の両棚田を見学

　朝日連峰に本格的な登山シーズンの到来を告げる夏山開きの
式典が６月16 日、朝日連峰鳥原山の朝日嶽神社で行われました。
　朝日町のほか、朝日連峰に関係する鶴岡、寒河江、長井、西
川、大江、白鷹の７市町の山岳会や観光団体及び行政関係者な
ど 150 人が出席。各団体の代表者が玉串を捧げたあと、出席者
全員で「朝日山岳歌」を高らかに歌い上げ、シーズン中の無事
を祈願しました。

　6 月 20 日、大谷小学校の創立 140 周年記念式典が行われ、
児童、学校・地域の関係者など約 200 人が出席しました。
　「大谷小学校は今年で 140 歳。これまでの学校生活に感謝し、
もっといい学校にしましょう」―。よびかけで児童たちはこう
誓い合い、現在の校歌のほか、昭和 15 年から約 20 年間歌わ
れた旧校歌も斉唱。「浮島雅楽保存会」による雅楽の発表や記
念講演も行われ、節目を祝いました。

　天然の湧水「わさび沢水」を利用した Asahi 自然観の「冷や
し足湯」コーナーが今年もホテル自然観入口に設けられました。
　湯船は幅約 4 ｍ、奥行き 40cm で、源泉掛け流し。水温は
17 ～18 度で、利用者は「足を入れると一瞬冷たく感じるものの、
浸し続けるには気持ちのいい温度」と話していました。
 　暑い夏、冷たい水に足を浸しながら緑を眺めてみてはいかが
でしょうか（９月末日まで、無料）。かき氷もあります（250 円）。

大谷小創立140 周年記念式典

Ａｓａｈｉ自然観に「冷やし足湯」

６

７

20

４

　棚田の調査や研究・保全活動を行っている「棚田学会（東京
都、千賀裕太郎会長）」の山形現地見学会が６月15 日・16 日、
朝日町を主会場に行われました。
　全国から棚田の研究者や芸術家など約 20 人が参加。一行は
能中椹平と上郷花畑の棚田を見学したほか、シンポジウムなど
を通じて、棚田の魅力を再確認するとともに、先人の築き上げ
た労苦に思いを馳せていました。

６ 15
～ 16
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持
っ
て
い
ま
す
。
な

た
巻
き
づ
く
り
を
や
っ
て
み
た

い
、
上
映
会
を
や
っ
て
み
た
い
、

健
康
づ
く
り
教
室
を
続
け
た
い

…
。
地
域
の
人
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
や
り
た
い
こ
と
を
持
っ

て
い
ま
す
。
協
力
隊
も
、
そ
の

活
動
を
応
援
し
つ
つ
、
和
合
の

暮
ら
し
や
活
動
を
記
録
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は

肩
の
力
を
抜
い
て
、
出
来
る
こ

と
か
ら
始
め
て
い
く
…
。
今
年

は
そ
ん
な
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

朝日町の地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊の４人に
よる連載企画が前号からスタートしました。各隊員が日々
の活動の中で感じたことや朝日町での暮らしを語ります。

＜楽しみながら＞の地域づくり
朝日町協力隊（地域おこし協力隊）　大 槻 春 香  

「
農
は
輝
け
る
」

星 

寛
治
、
山
下 

惣一  

著

心
豊
か
な
田
園
の
幸
せ
と
は
？
激
動
の

農
業
・
農
村
。
北
と
南
の
現
場
か
ら
２

人
の
農
の
偉
人
・
賢
者
が
、
60
年
余
り

の
来
し
方
、
処
し
方
を
披
瀝
。
競
争
と

市
場
原
理
優
先
の
流
れ
に
惑
う
こ
と
な

く
、「
生
き
方
と
し
て
の
農
」
の
有
り
様

を
提
示
す
る
。
星
氏
は
高
畠
町
在
住
。

「
い
ろ
ど
り
社
会
が
日
本
を
変
え
る
」

鈴
木  

俊
博 

著

人
は
誰
で
も
主
役
に
な
れ
る
！
お
ば
あ

ち
ゃ
た
ち
が
年
収
１
０
０
０
万
円
を
稼

ぎ
出
す
、
徳
島
県
上
勝
町
の
葉
っ
ぱ
ビ

ジ
ネ
ス
成
功
の
秘
訣
を
公
開
。
そ
の
裏

側
に
あ
る
「
い
ろ
ど
り
戦
略
」
の
考
え

方
を
他
地
域
、
他
産
業
に
応
用
す
る

場
合
の
手
法
な
ど
も
紹
介
す
る
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
青
い
花
／
辺
見
庸　
▼
あ
な
た

に
だ
け
わ
か
る
こ
と
／
井
上
荒
野

▼
家
族
写
真
／
荻
原
浩　
▼
い
つ
も

彼
ら
は
ど
こ
か
に
／
小
川
洋
子
▼

聖
痕
／
筒
井
康
隆　
▼
と
き
ぐ
す

り
／
畠
中
恵　
▼
ネ
ッ
ト
選
挙
／

西
田
亮
介　
▼
未
解
決
事
件
オ
ウ

ム
真
理
教
秘
録
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

ル
取
材
班　
▼
産
み
た
い
の
に
産

め
な
い
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班　
▼
昨

夜
の
カ
レ
ー
、
明
日
の
パ
ン
／
木
皿

泉　
▼
レ
ー
ン
／
あ
さ
の
あ
つ
こ　

▼
横
綱
／
武
田
葉
月　
▼
グ
ラ
ン

ド
マ
ン
シ
ョ
ン
／
折
原
一　
▼
天
佑

な
り　

上
・
下
／
幸
田
真
音
▼
島

は
ぼ
く
ら
と
／
辻
村
深
月　
▼
ソ

ウ
ル
メ
イ
ト
／
馳
星
周　
▼
流
転

の
魔
女
／
楊
逸　
▼
ミ
ラ
イ
ノ
コ
ド

モ
／
谷
川
俊
太
郎　
▼
桜
庭一樹
短

編
集
／
桜
庭一樹　
ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

【
ブ
ッ
ク
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
】

①
祝
！
富
士
山 

世
界
遺
産
登
録

　
世
界
遺
産
が
わ
か
る
本
特
集

②
課
題
図
書
を
読
ん
で
み
よ
う

③
や
っ
て
み
よ
う
！
夏
休
み
自

由
研
究
＆
ア
イ
デ
ア
工
作

「
空
気
神
社
周
辺
を
美
し
く
」

ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
が
環
境
整
備
に
協
力

　

６
月
の
空
気
ま
つ
り
等
で
交
流
を

重
ね
て
い
る
「
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式

会
社
（
本
社
…
大
阪
市
）」
の
空
調
営

業
本
部
と
町
で
６
月
25
日
、
空
気
神

社
周
辺
の
環
境
整
備
に
関
す
る
支
援

の
話
が
ま
と
ま
り
、
整
備
費
用
の
一

部
を
支
援
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
来
庁
し
た

同
本
部
の
酒
井
茂
孝
販
促
企
画
担
当

課
長
は
、「
今
年
度
中
、
参
道
入
口
付

近
に
空
気
神
社
と
弊
社
と
の
か
か
わ

り
や
、
環
境
保
全
に
関
す
る
看
板
を

設
置
し
た
い
」
と
表
明
。
こ
れ
ま
で

町
や
観
光
協
会
が
行
っ
て
き
た
神
社

参
道
や
周
辺
の
森
林
整
備
に
関
し
て
、

今
後
は
同
社
の
支
援
を
得
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
空
調
機
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
同
社
が
空
気
神
社
に
興
味
を
示
し

た
の
は
約
９
年
前
。
平
成
18
年
以
降

は
空
気
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
、
毎
年

会
社
関
係
者
が
神
社
を
参
拝
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
空
気
の
恩
恵
に

感
謝
す
る
ほ
か
、
空
気
清
浄
機
な
ど

新
商
品
の
ヒ
ッ
ト
を
祈
願
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
今
年
１
月
に
は
、
同
社
の
東

京
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「
フ
ー
ハ
東
京
（
新

宿
区
）」
に
空
気
神
社
が
「
出
張
」。

約
１
カ
月
間
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
空
気
神
社

が
設
置
さ
れ
、
空
気
神
社
グ
ッ
ズ
や
、

町
の
物
産
品
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
は
着
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
役
場
で
支
援
の
話
を
終

え
た
酒
井
氏
ら
は
そ
の
後
、
あ
さ
ひ

保
育
園
に
移
動
し
、
同
社
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ぴ
ち
ょ
ん
く
ん
」

の
遊
具
（
足
こ
ぎ
の
乗
り
物
）
５
台

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
園
児
た
ち
は
さ
っ

そ
く
新
車
の
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　神社建立に携わった縁で町から毎回案内役
を頼まれ、すでに８年が経過しました。初年
度に案内したのは、下調べのため訪れた１人
だけでしたが、今ではたくさんの社員さんと
親しくさせていただいています。
　「人と人のつながりを大切にすること」―。
これは空気神社奉賛会の（故）菅井敏夫会長
から教えていただいたことです。私もこれを

常に大事にしながら会社関係者がおいでいた
だく際は毎回真心をこめてもてなしてきたつ
もりです。信頼関係は「心」と「心」の交わ
りから生まれるもの。年々こうして交流が広
がっていることをうれしく思います。
　同社は世界的な会社だけに、発信力やＰＲ
効果も絶大です。今後も交流を重ねながら空
気神社や町のＰＲに貢献できれば幸いです。

神社の案内役として交流拡大に尽力　・・・　（元）空気神社奉賛会事務局　滝川  清一 さん（本町）

あさひ保育園にはマスコットキャラクターの乗り物

２

あさひ保育園にプレゼントされたぴちょんくん号 空気神社

広報あさひまち  ７月号 16広報あさひまち  ７月号17



不
思
議
が
教
え
て
く
れ
る
も
の

町長歳時記

（88）

「
大
局
観
」
と
は
「
人
生
観
」

　
コ
ッ
プ
を
使
っ
た
水
遊
び
は
、
子

ど
も
の
頃
の
不
思
議
な
経
験
の
一
つ

で
あ
る
。

　
コ
ッ
プ
に
水
を
注
い
で
い
く
。
や

が
て
表
面
近
く
ま
で
水
が
届
き
そ

う
に
な
っ
た
時
、
す
か
さ
ず
年
長
の

子
が
水
を
止
め
、「
さ
て
、
こ
の
ま

ま
水
を
注
い
で
い
っ
た
ら
、
は
た
し

て
水
は
ど
う
な
る
か
」
と
、
得
意
げ

に
年
少
の
子
ど
も
ら
に
問
い
か
け

る
。
す
る
と
年
少
の
子
は
「
そ
ん
な

の
は
み
出
し
た
と
た
ん
に
、
水
が
溢

れ
る
に
決
ま
っ
て
る
」
と
、
真
剣
な

眼
差
し
で
口
を
と
が
ら
せ
な
が
ら
言

い
放
つ
。
に
や
り
と
笑
み
を
浮
か
べ

年
長
の
子
は
、
少
し
ず
つ
コ
ッ
プ
に

水
を
注
ぎ
出
し
た
。
か
た
ず
を
の
ん

で
コ
ッ
プ
を
見
つ
め
る
小
さ
な
瞳
。

コ
ッ
プ
の
表
面
を
通
り
越
し
、
あ
わ

や
あ
ふ
れ
出
す
か
と
思
わ
れ
た
そ
の

瞬
間
、
注
が
れ
た
水
は
ピ
タ
リ
と
止

ま
り
、
コ
ッ
プ
の
表
面
に
張
り
出
し

た
水
は
ぽ
っ
こ
り
と
膨
れ
上
が
り
、

微
妙
に
震
え
な
が
ら
鎮
座
し
て
い

た
。子
ど
も
た
ち
の
小
さ
な
目
に
は
、

ま
る
で
魔
法
の
よ
う
に
映
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。

　
こ
の
世
の
中
に
は
不
思
議
な
事
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
頭
の
中
の
知
恵
は

そ
れ
ま
で
の
経
験
と
学
習
を
も
っ
て

築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
中
で
は
最
善
の
答
え
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
事
実
は
予
想

と
は
違
っ
た
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
経
験
を
重
ね
、
よ
り
広
い
視
点

で
考
え
れ
ば
、
そ
の
答
え
は
、
論
理

的
に
至
極
当
然
の
も
の
と
し
て
説
明

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

た
ゆ
ま
ぬ
学
習
と
経
験
を
積
み

重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
広
い

視
点
、
よ
り
高
次
な
視
点
で
、
も
の

の
見
方
が
で
き
、
判
断
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
大
局
観

を
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
大
局
観
」そ
れ
は
、そ
の
人
の「
人

生
観
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

朝
日
町
長
　
鈴
木
浩
幸

　 区　名 　　 出生児氏名 　  性別　保護者名

６月１日～ 30日届出

（※外国人を含む）

すこやかに

区　名 死亡者氏名 世帯主名

夏　草　　　稲　村　重　雄　　　浩　幸
沼　向　　　鈴　木　ヱ　ノ　　　秀　男
太郎二　　　朽　木　勝　代　　　和　男
長　沼　　　阿　部　ヤスエ　　　本　人
太郎一　　　清　水　ますゑ　　　本　人
西　町　　　白　田　サ　ク　　　則　雄
西船渡　　　峯　田　はなよ　　　勝　雄

やすらかに

人口と世帯数

宇津野　　佐　竹　一
いち

　華
か
　女　佑斗・真織

　宿　　　菅　井　和
わ

　奏
かな
　女　　亮　・　茜　

八ツ沼　　阿　部　惺
せい

　磨
ま
　男　　猛　・麻由美

太郎三　　長　岡　芽
め

　生
い
　女　直人・真紀子

●平成２５年　６月３０日現在
　人　口　７，７５９ 人 (＋　４)
　　　男　３，８２７ 人 (＋　５)
　　　女　３，９３２ 人 (－　１)
　世帯数　２，４８６世帯  (＋　３)

(　　)内 前月比
--------　６月中の異動　--------

出　生　  ４人　転　入　１２人
死　亡　  ７人　転　出　　５人

Births

Obituaries

Population

おしあわせに

峯  田  勝  視
（沼　向）

菅  井  小百合
（沼　向）

Marriages

掲載を希望しない場合は

届け出の際にお申し付けください

♥

(255)

↑  木箱に納められた化石
← 林の中を流れる和合堰
↓  化石が出土した場所

　送橋地内の送橋川から取水し、和合地区を流れる
約４キロの農業用水路「和合堰」の改修工事現場から、
およそ 700 万年前の貝の化石や木炭が見つかりまし
た。化石は施工業者の升川建設（河北町）から５月
13 日に木製ケース入りで和合公民館に寄贈され、現
在は同施設内の「りんごサロン」で鑑賞できます。
　発掘現場は「小原ボデ―」さんから送橋側に堰を
遡り、約 700 ｍの地点。地下約 20 ｍ付近の地層か
ら出土し、現在は管理用の縦穴が作られ、コンクリー
トで舗装されています（＝写真）。
　「子どものころから慣れ親しんだこの場所だが、こ

んなにたくさんの化石が出ると
は…」と話すのは、和合堰の管
理人、菅井健男さん（小原＝左）。
出土を聞いたときはとても驚い
たそうです。和合地区の発展に
欠かすことのできない堰の歴史
に、また一つ魅力が加わりました。

和合堰改修工事現場から

　700 万年前の化石

　表紙の写真

　７月２日、あさひ保育園でプール開きが行
われ、園児約180 人がこの夏最初の水遊びを
楽しみました
　この日の気温は約 28℃で水温は 24℃。少
し肌寒さもありましたが、園児たちはプール
内を歩いたり、友だち同士で水を掛け合った
りして元気に楽しんでいました。

セキからカセキ！
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大事なのは
身近にある宝に
気がつくかどうか

　
上
の
記
事
は
立
木
在
住
の
自
然
写
真

家
・
姉
崎
一
馬
さ
ん
か
ら
情
報
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夕
日
が
ト
ン
ネ

ル
を
貫
く
様
子
は
と
て
も
見
ご
た
え
が

あ
り
、
最
後
ま
で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
今
回
、
こ
の
光
景
と
同
じ
く

ら
い
感
銘
を
受
け
た
の
が
、
こ
う
し
た

こ
と
に
気
が
付
く
姉
崎
さ
ん
の
着
眼
点

の
鋭
さ
で
す
。
公
道
上
で
の
現
象
と
は

い
え
、
貫
通
す
る
の
は
一
年
の
う
ち
ご

く
わ
ず
か
。
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
姉
崎
さ
ん
の
す
ご
さ
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
人
や
景
色
、

活
動
と
い
っ
た
「
宝
」
を
見
つ
け
出
し
、

発
信
す
る
―
。
こ
れ
が
広
報
の
仕
事
で

す
。
大
事
な
の
は
そ
れ
を
探
せ
る
か
ど

う
か
、
そ
し
て
価
値
に
気
が
つ
く
か
ど

う
か
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
せ
わ
し
な
く
過
ぎ
る
毎
日
に
あ
っ
て

も
、
感
性
の
ア
ン
テ
ナ
は
常
に
高
く
し

て
い
た
い
も
の
で
す
。

 

佐
久
間　
淳

18：17

18：32

18：35

18：37

18：38

　町内常盤と太郎を東西に結ぶ太郎トンネル（延長
210 ｍ）では、夏至近くの数日間、西側（太郎側）か
ら差し込む夕日の光が東側（常盤）まで届くという珍
しい光景を見ることができます。
　右は夏至（６月 21日）から２日後の 23 日に撮影し
た写真です（常盤から太郎に向かって撮影、撮影者は
町広報）。最初はトンネルの奥に見えていた光が、時
間を追うごとに手前に伸びてきました。もう少しでト
ンネルを貫通する（光が常盤側に到達する）かという
ときに、太陽が山に隠れてしまったようで、あっとい
う間に光が弱くなっていきました。

　「そう言えば、たまにトンネルにカメラを向けている
人を見かけますね。でもこの辺の人ではないみたい…」
と話すのは、近くに住む阿部節子さん（常盤）。今回、
町広報のカメラでは残念ながら貫通する光をとらえる
ことができませんでしたが、珍しさから、遠方から足
を運びその様子を撮影する人もいるようです。
　日時計に象徴されるように、古代の人々は太陽など
天体の動きで時間や季節を読み取っていました。「光
が太郎トンネルを抜ければそろそろ夏至…」。これは
もしかしたら、朝日町独自の観測基準となるかもしれ
ません。来年夏至が近づいた頃、皆さんもぜひ観察し
てみてはいかがでしょうか。

夕
日
が
太
郎
ト
ン
ネ
ル
を
貫
く
（
？
）

夕日の光がトンネルに差し込む時間帯、常盤側から太郎
側に向かって車を運転すると、まぶしさで前方がきわめ
て見えにくくなります。この時間帯はいつも以上に安全
運転を心がけてください。

運転には気をつけて！

（太郎）

（常盤）
210 ｍ
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